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When I was an elementary school student, I felt being watched by my neighborhood. For example, I talked 
to old people at going to and from school, and I went to a park to play with my friends at the after school. 
There are social changes and weakening of regional relationship, and so a contemporary children doesn’t play 
with different age groups and come in contact with their neighborhood. So, I want to make a chance. It is not a 
children stay in their school or their house at the after school, but a children play outside and we help to grow 
of a children in cooperation with local residents.  
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１．	 はじめに 
私が小学生の頃は、登下校時に近所の人と会話をした
り、放課後も公園に遊びに行ったりと、地域の人に見守
られているような感じがあった。少子化や核家族化、防
犯上の問題といった社会の変化や、地域における地縁的
なつながりの希薄化などにより、現代の子どもたちは学
年の違う子どもと一緒に遊んだり、地域の人々と接した
りする機会が少なくなっている。	 
小学生の放課後を考えてみたとき、あそび、運動、宿
題、習い事などが挙げられるが、結局は家庭ー学校ー習
い事といった管理監視された場所を往復し、単調な日々
を過ごしていると言える。	 
私は、放課後が子どもにとって最も豊かに成長する場
だと考える。外や公園で遊び、五感を使って様々な体験
をし、異なる世代と触れ合うことは、子どもにとってと
ても重要なことだ。子どもが放課後に家や学校内に留ま
って過ごすのではなく、遊びや学びを通して、また地域
で協力して、子どもの成長を助けるきっかけづくりをし
たいと考えている。	 
 
２．	 設計要旨 
（１）敷地 
愛知県名古屋市中川区、名古屋市立荒子小学校とその
学区を対象敷地とする。創立が明治 40 年の荒子小学校を
校区とする荒子学区は、数多くの歴史遺産を秘めた史跡
の町、歴史の町である。近年、都市計画に基づく土地区
画整理や道路整備が進み、次々と住宅団地が建設され、
急速に都市化しつつある。東海地震に備えて防災意識を
高める必要があり、地域住民の高齢化が著しいという問
題を抱えている。	 
（２）プログラム	 
・学童保育 
名古屋市では、放課後などに小学校施設を活用して子
どもたちの自主性・社会性・創造性などを育むことを目
的としたトワイライトスクールを実施している。 
荒子小学校の在籍児童数 1,015 人のうち、トワイライト
スクール参加申込児童数は 381 人である。活動日および
活動時間は、平日は授業終了後から 18 時まで、土曜日や
夏休みは 9 時から 18 時までである。1 日平均 50 人の児童
が参加しているが、17:30 以降も参加している（帰ること
ができずトワイライトスクールにいる）児童数は 1 日平
均 15 名もいる。もっと遅くまで預かることができたら保
護者の負担が減るのではないかと考える。 
・ひとり暮らし高齢者の増加 
荒子学区の人口総数 23,645 人のうち、65 歳以上が 5,338
人、そのうち単身世帯は 2,010 人である（平成 26 年 4 月
1 日現在）。つまり、65 歳以上の 40％がひとり暮らし高
齢者ということになる。 
地域福祉活動として事業が行われているが、年に 10 回
程度で、活動的と言えるほどではない。 
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そこで私は「地域の核となる場所」を提案したいと考
えた。 
小学生：放課後ここへやって来て、あそぶ。子どもが
自分たちで放課後の生活をつくり、用事が終わったら家
に帰る。今日は何を学べるのだろう？ 
単身者：家にいても話し相手がいない。ここに来れば
誰かがいるだろう。子どもの宿題でも見てあげようかな。 
	 高齢者：子どもと触れ合い、元気をもらえる。趣味の
裁縫を披露したり、畑で取れた野菜を使って共有キッチ
ンで料理をしたりする。近所の人と将棋を指そうかな。 
	 そうやって様々なシーンが生まれ、日々の生活が豊か
になる。ここは出会いの起きる場である。子どもは大人
からまなび、大人も子どもからまなぶ。ここは地域に住
むすべての人にとっての「まなびのにわ」である。 
（３）計画	 
	 地域の核となる場所を点在させる。商店街、木密地域、
駅前など、特徴を持った 5 カ所に計画する。	 
・設計コンセプト	 
	 1 変化に富んだ場所にする。高い-低い/広い-狭い/見え
る-見えない/明るい-暗い/にぎやか-静か/上がる-下がる/
直線-曲線/みんなでいられるところ-ひとりになれるとこ
ろ。そんな場所の集積が、子どものための居場所になる。 
	 2 すべての人に利用する権利がある。放課後の小学生/
おしゃべりがしたいひとり暮らし高齢者/仕事帰りのお父
さん/ちょっとお茶をしにくるお母さん/将棋をやるおじ
いちゃん/畑でとれた野菜を調理するおばあちゃん/お絵
描きをする幼稚園児/ピアノを弾きたい中学生/勉強する
高校生/小学生に勉強を教える大学生。おじいちゃんが先
生となって子どもに囲碁を教える。子どもが先生となっ
ておばあちゃんにピアノを教える。荒子学区に住んでい
るすべての人にとってまなびの場所となる。 
	 私が設計する 5 つの居場所を中心に、様々な活動が広
がっていく。学区内すべてにまなびやあそびが溢れてい
く。 
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